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2022年 8⽉ 16⽇

【 資 料 1 】



計画策定の全体像



（仮称）那覇市ＤＸ推進計画の概要

• 社会全体のデジタル化の加速に伴い、あらゆる場⾯で「デジタルの活⽤により新たな価値を⽣み出し、⼈々の⽣活を
より良いものへと変⾰するデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）」が求められています。

• デジタル化の流れが不可逆的なものになっている中、ますます多様化する⾏政ニーズに対応し、市⺠サービスの維持
向上を図るためには、進展するデジタル技術を住⺠⽬線で利活⽤し、住⺠の福祉の向上に繋げていくことが喫緊の
課題となっています。

• ⼀⽅、広範囲に及ぶ⾃治体のデジタル化は⼀⾜⾶びにしてはならず、地域のビジョンを描き、その実現に向けて、関
係者が⼀丸となって取組を進める必要があります。

• このため、ありたい将来像や⾏動指針等を明確に⽰し、多様な主体との共通認識のもと、本市全体で取組を進めて
いくための羅針盤として、「（仮称）那覇市ＤＸ推進計画」を策定するものです。

計画策定の趣旨

計画の位置づけ

第５次那覇市総合計画の推進をＤＸの側⾯から補完するもの官⺠データ活⽤推進基本法（平成28 年12 ⽉）
第９条３項に規定される「市町村官⺠データ活⽤推進計画」としての位置付けます。

計画の対象期間

令和５年度（2023 年度）から令和９年度（2027 年度）までの５か年間
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計画策定スケジュール
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計画策定にあたっての考え⽅



４

考え⽅の全体像

DX及び計画のあるべき姿を対話を重ねながら構想

住⺠
参加の

アプローチ

計画の永続性
と機動性の両⽴

戦略から戦術まで
の整合が取れた

計画の策定

何を⽬指すのか︖

計画の有効性を
どのようにして
担保するか︖

何に取組めば
よいのか︖

計画策定にあたっての考え⽅3点

本計画の策定にあたっては、市⺠等の声をひろいながら、ビジョンの実現に向けて取り組むべき事項を明確にし、また、社
会情勢等の変化に対応しながら有効性を保ち続けることができる計画の在り⽅を確⽴する。



５

• ⼀般的な⾏政計画における意⾒聴取はパブリックコメントや意⾒公聴会といった場を通して⾏われることが多いが、これ
らの⼿法で得られる意⾒は当該分野への関⼼が強い市⺠からのものに偏よりがち。

• 市⺠の満⾜度向上に直結する計画策定に向けて、普段声を上げない市⺠の意⾒も聴取し、計画へ反映する。

計画のよくある問題点 本業務での⽅針

①偏った属性の市⺠の意⾒
ばかりが拾われてしまう
意⾒公聴会やパブリックコメントで
は当該領域に強い関⼼を持つ市
⺠が参加するため、必ずしも多く
の市⺠が抱いている意⾒を収集
できているわけではない

②意⾒聴取が形骸化
⼀般的な意⾒聴取は既に出来
上がった計画素案に対して⾏われ
るが、計画を⼤きく変更することは
難しいため、「意⾒を聞いた」という
パフォーマンスと化してしまっている
場合も少なくない

その結果、本当に市⺠を
向いた計画・施策になってい

ないケースも

低
ः←

 

計
画
ष
भ
関
⼼→

 

⾼
ः

少ない ← ⼈数 → 多い

本業務で特に意⾒を聴取し
たい群（中庸層）

パブコメなどの従来⼿法で
意⾒聴取が可能な群

ユーザー中⼼でのDXを徹底するために実際の利⽤者である市⺠の声
（中庸層）を取り⼊れること重要成功要因

中庸層の声を拾うためにグループインタビューや当事者ヒアリングを実
施。また、計画構想段階にも意⾒収集を実施。具体策

意⾒収集の主なターゲット層イメージ

ワークショップも、特定層の意⾒表出の場になったり、形式的な意⾒表出に終始してしまうことが少なくないため、
本業務では住⺠の⼩さなつぶやきを拾うこと⽬的にグループインタビューやヒアリングを実施していくことを想定。

①住⺠参加のアプローチ



• ⾃治体が作成するDX計画の多くは、システム導⼊にのみ焦点を当てているが、本来は業務やサービスの変⾰に必要
な⼈的能⼒や業務プロセスの変⾰など複眼的なアクションのデザインが必要。

• ビジョンの実現に向けた戦略策定のフレームワークであるバランス・スコアカードの考え⽅を参考に、⽬標指標と個別の取
組みの整合を図るとともに、業務変⾰に必要な取組みを複眼的な視点から検討する。

計画のよくある問題点 本業務での⽅針

各部署の職員の⽅々が、計画策定を通じ業務変⾰のために何を実施す
ればよいか理解できるようにすること重要成功要因

複眼的な戦略策定が可能なフレームワークであるバランス・スコアカード
の考え⽅を基に⽬標と個別アクションの整合をとり、具体的な取組みを
設定。

具体策

① 戦略・戦術の⽋如
注⼒するポイントの絞り込みと、
業務プロセスやサービスの変⾰を
どのようにして実現するかの⽅策
がなく、システムの導⼊予定のみ
が記載されている

② 視点が単眼的
システムの導⼊にばかり焦点が当
たり、業務やサービスの変⾰に必
要な⼈的能⼒や業務プロセス、
制度の視点が抜けている

③ ⽬標がアウトプット指標のみ
アウトカム⽬標とその指標が明確
に設定されていない（その裏返
しとしてアウトプット指標に終始し
ている）

その結果、職員が取組むべ
きことが分からない

ビジョン︓オンラインで⾏政⼿続きが完了

視点 戦略⽬標
KGI

重要成功
要因CSF

業績評価指標
KPI

アクション
プラン

業務プロセス
・制度の視点

情報システム
の視点

⼈材と変⾰
の視点

市⺠・企業
の視点

申請書を必
要とするルー
ルの改正

⼿続き時間
の短縮

業務プロセス
の再設計の

内製化

来庁回数の
減少

操作性
の向上

⼿続き要する
時間2分以内

⼊⼒項⽬削
減

戦略マップ

⽬標と取組みの垂直的・
⽔平的な因果関係がわかる

取組むべきことを具体化できる

適切なKPIを設定できる

バランス・スコアカードを活⽤したアクション検討の例

６

②戦略から戦術までの整合が取れた計画の策定



• 環境の変化が激しい中、⼀度⽴てた計画を５年間変更せずに運⽤し続けるのは現実的ではない。
• また、計画は⼀定期間で区切りが必要であるものの、DXの取組⾃体は不断かつ永続的に続くものである。
• そこで、計画の永続性と機動性を両⽴させるために、経済産業省がSociety5.0時代のガバナンスモデルとして提要し

ている「アジャイル・ガバナンス」を参考に、ゴールとそこに向けた取組みを不断に⾒直し続ける運⽤⽅法を検討する。

計画のよくある問題点 本業務での⽅針

市⺠の暮らしを永続的によりよくし続けられ、なおかつ環境変化に機動⼒
⾼く対応できる計画の運⽤をすること重要成功要因

経産省がSociety5.0時代のガバナンスの在り⽅として提⽰した「アジャイ
ル・ガバナンス」を参考に、ゴールと取組を毎年度⾒直し、常に計画を
アップデートし続ける運⽤案を検討

具体策

① ⼀定期間で計画を区切るこ
との妥当性
本来DXを通じて住⺠の⽣活を
よりよくしていく活動は永続的なも
のですが、⾏政計画は5年区切
りであり、計画が更新されることで
取組みが地続きでなくなるという
問題が発⽣する

② 計画期間中の環境変化につ
いていけない
環境変化を踏まえ、⽬標や取り
組むべきことが変わる中、予定と
実績の差を埋めることを⽬的とし
た従前の計画運⽤モデルでは環
境辺への対応が間に合わない

その結果、取組みの⻑期的な⼀
貫性が維持しづらくなると同時

に、早期に陳腐化する

従前の運⽤ 今後求められる運⽤
前提 外部環境が変化しない 外部環境が変化する

計画運⽤モデル

PDCAサイクル アジャイル・ガバナンス※

モデルの前提 ⽬指すゴールが変化しない ⽬指すゴールが変化する

計画の利⽤⽬的 関係者が、ゴールと実績の差を
認識し、取組みを改善する

ゴールや実施過程が変わることを前
提に、それを関係者が共有し、共通
に認識を得る

※出所︓経済産業省,「アジャイル・ガバナンスの概要と状況」を参考に作成

従前の運⽤と今後求められる運⽤の⽐較

実績

⽬指す
ゴール 環境・

リスク分析

ゴール設定

システム
デザイン

運⽤

評価外部システム
からの影響

外部システム
への影響

スタート

７

③永続性と機動性を両⽴するガバナンスモデル



計画⾻⼦案



計画対象範囲の考え⽅

国による「デ
ジタル⽥園
都市国家
構想総合
戦略（仮
称）」策定

の動向
内部事務の効率化

⾏政サービスの向上

地域課題の解決

・各分野における⾏政サービスのデジタル化
・⼿続きのオンライン化

・業務の⾃動化（RPA等）
・先進技術を利活⽤した効率化

・BPRの実施

・****** 等

⼦育て 教育 地域 交通 健康
環境・エネルギー 防災 産業 福祉 その他ま

ち
の
Ｄ
Ｘ

⾏
政
の
Ｄ
Ｘ

「那覇市版地⽅版総合戦略改
訂版（第３期）」の改定検討
（地⽅創⽣の観点）

（仮称）那覇市ＤＸ推進計画の期間（５年）で扱う範囲（部局は全部局を対象）

「⾏政のDX」から「まちのDX」へ繋いでいく考え⽅、⽅法等に
ついて議論（新たな課題解決⼿法・仕組みの検討など）

自らの変革を成
し遂げることで、
住民生活と市役
所の変革を実現
し、新たな価値を

共創する

医療

DXを全庁的に推進するにあたり、「内部事務の効率化」と「⾏政サービスの向上」に資するＤⅩ関連施策を重点的に取
り組むこととする。まずは⾃らの変⾰に向けて成し遂げることで、住⺠⽣活と市役所の変⾰を実現し、地域全体のDXに繋
げていくための⼟壌をつくる。

論点１
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計画⾻⼦（仮）

これから計画⾻⼦の本格的な検討に⼊るにあたり、議論のたたき台とするための仮⾻⼦を、他⾃治体のDX計画複数を
参考としながら作成した。

計画⾻⼦（仮）
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那覇市におけるDXの基本理念案
⼀般的には⾃治体DXの⽬的として業務の効率化や市⺠の利便性向上が謳われることが多いが、本質的にはそれらは
⽬的ではなく⼿段だと考える。
そこで、何のためにＤＸを⾏うのかを議論し、基本理念案として取りまとめた。

⽬的達成のための成功要因⽬的達成のための成功要因

○○な那覇市（未来の状態）

周囲と
の連携

リソース
創出

マインド
セット

• 市⺠のためになるかどうかを⼀
番に掲げて事業構想できる
（市⺠と信頼関係が築ける）

• トライ＆エラーできる

• 改善やよりよい取組を⾏うた
めの余裕が⽣まれる

• 誰かに相談できる
• セクションを超えて取り組める
• 外部の⼈と連携できる

市⺠が安⼼して暮らすことのできるサービスを提
供することで職員がやりがいを感じることができる

職員視点での⽬的

能動的
な参加

安⼼感
の醸成

満⾜度
の向上

• ⽣活を⽀えるサービスが充実し
ている

• 困りごとを⾏政に拾ってもらえる
安⼼感がある

• 主体となってまちづくりに参加で
きる

安⼼して⽣活や事業を営める

市⺠・事業者視点で⽬的

論点２
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参考 未来洞察⼿法を⽤いたありたい姿の検討

⻑期的視座に⽴って⾏政計画を⽴案するためには、未来のありたい姿を構想し、バックキャスティングによって⽬標やとりく
むべきことを考える視点が必要になる。
そこで、本計画策定にあたっては、有志の市職員とともに未来洞察⼿法（スキャニング⼿法、インパクトダイナミクス分析
等）を⽤いて「未来のありたい姿」を描く。
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本⽇の論点



本⽇の論点

論点1︓計画対象範囲の考え⽅について
• 計画対象範囲を考えるにあたり、⾏政のDX（内部事務の効率化、⾏政サービスの

向上）とまちのDX（⺠間が主体となる地域課題解決）という整理を⾏っているが、
整理観点としての妥当性や盛り込むべき視点がないかについてご意⾒を伺いたい。

• また、⺠間が主体となる地域課題解決（フードシェアリング等）について、⾏政がどの
ように携わっていくべきかについてご意⾒を伺いたい。

論点2︓基本理念案について
• そもそも何のためにDXを⾏うのかということを明確にすることを⽬的に、市⺠、職員それ

ぞれの視点から⽬指す姿を描き、基本理念案とした。⾃治体DXの⽬ざすところとして
妥当であるか、他に盛り込むべき視点がないかについてご意⾒を伺いたい。
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諸連絡事項



次回以降の想定議題

第2回（9⽉下旬）
• 重点取組事項として盛り込むべきものについて
• アクションプランに盛り込むべき課題解決⼿法について

第3回（11⽉中旬）
• 計画推進にあたっての体制について
• 計画の進捗管理⽅法（アジャイルガバナンスの妥当性、留意点）について

第4回（12⽉中旬）
• 来年度以降DXを推進していくにあたっての留意点、取り組むべきこと等

第5回（3⽉上旬）
• 計画素案についてのご意⾒
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